
問
新
た
に

高
山
別
院

を
中
心
に

江
名
子
川

沿
い
か
ら

東
山
寺
院

群
を
、
選

定
す
る
取
り
組
み
は
。

答
新
た
に
選
定
に
向
け
、

文
化
庁
の
見
解
や
該
当
地

域
住
民
と
共
に
進
め
て
い

き
た
い
。

「
文
化
芸
術
が
薫
る
ま

ち
」の
実
現
に
つ
い
て

問
文
化
芸
術
祭
だ
け
で

「
高
山
市
文
化
芸
術
振
興

指
針
」
が
目
指
す
「
文
化

芸
術
が
薫
る
ま
ち
」
が
実

現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
を

考
え
て
い
る
か
。

答
新
た
な
文
化
芸
術
の
発

信
事
業
な
ど
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

を
「
街
道
」
と
い
う
角
度

か
ら
見
直
す
こ
と
で
、
新

し
い
魅
力
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
の
活

用
計
画
は
。

答
高
山
の
魅
力
あ
る
観
光

資
源
の
ひ
と
つ
と
考
え
て

お
り
、「
ぶ
り
街
道
」
も

全
国
に
宣
伝
し
て
い
る
。

問
海
外
戦
略
と
し
て
北
米

へ
の
誘
客
活
動
を
ど
う
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
。

答
特
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、

旅
行
単
価
が
高
い
個
人
旅

行
で
の
割
合
が
全
体
の
9

割
を
超
え
て
お
り
、
重
要

地
域
に
位
置
付
け
積
極
的

な
誘
客
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
実
際
の
ツ
ア
ー
造
成

に
つ
な
が
る
具
体
的
な
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。

問
認
知
症
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

「
山
の
日
」は

飛
驒
高
山
へ
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
充
実
を

高
山
市
の
歴
史
伝
統
文

化
継
承
の
た
め
、
新
た

に
国
の
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
選
定
を

問
岐
阜
県
が
検
討
中
と
報

道
が
あ
っ
た
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
隣
接
道
路
の
信

号
交
差
点
か
ら
合
崎
橋
の

間
は
、
交
通
量
が
多
く
、

住
民
の
安
全
確
保
の
点
か

ら
道
路
の
拡
幅
を
。

答
道
路
の
整
備
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
跡
地
利
用

計
画
の
具
体
化
を
待
っ
て

道
路
整
備
計
画
を
検
討
し

た
い
。

問
江
名
子
川
か
ら
北
地
区

は
三
つ
の
河
川
と
北
山
急

傾
斜
地
域
に
囲
ま
れ
、
災

害
時
の
避
難
所
は
北
保
育

園
な
ど
あ
る
が
機
能
し
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

今
か
ら
、
県
へ
避
難
所
を

併
設
し
た
施
設
整
備
を
お

願
い
し
た
ら
ど
う
か
。

答
災
害
時
の
緊
急
避
難
所

と
し
て
配
慮
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
県
が
具
体
的
跡
地
活
用

す
る
ま
で
の
間
、
市
で
は

利
用
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
消
防
訓
練
等
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
現
在
所
有
者

と
調
整
し
て
い
る
。

お
寺
・
神
社
の
文
化
が
、

高
山
の
歴
史
伝
統
文
化

及
び
観
光
振
興
に
貢
献

松山 篤夫 議員

谷澤 政司 議員

高
山
市
平
和
の
日

9
月
21
日

旧
久
美
愛
病
院
の
跡
地

利
用（
大
新
町
5
丁
目
）

観
光
政
策
に
つ
い
て

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

宗
教
文
化
は
高
山
の
歴

史
伝
統
文
化
を
支
え
て

い
る

問
先
達
の
皆
さ
ん
は
永
年
、

物
心
両
面
で
お
寺
や
神
社

に
お
仕
え
し
て
、
文
化
財

や
伝
統
行
事
な
ど
を
支
え

て
、
法
要
や
祭
礼
な
ど
の

形
を
変
え
ず
継
承
し
て
き

た
が
、
近
年
そ
の
体
制
が

く
ず
れ
か
け
て
い
る
。

大
切
な
伝
統
文
化
継
承

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま

れ
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
精
神
的
に

豊
か
さ
や
誇
り
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
。
次
世
代
へ

継
承
さ
れ
る
よ
う
活
動
の

大
切
さ
を
啓
発
す
る
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

問
国
際
観
光
都
市
と
し
て

全
世
界
へ
、
新
た
な
取
り

組
み
を
発
信
し
た
ら
。

答
市
役
所
庁
舎
前
に
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
鐘
の

付
い
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
す
る
。
広
島
市
や
長

崎
市
の
関
係
者
を
招
い
て

平
和
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
た

い
。

問
「
山
の
日
」
が
制
定
さ

れ
た
が
、
市
に
は
多
く
の

名
峰
の
ほ
か
、
宇
津
江

四
十
八
滝
の
よ
う
な
里
山

の
魅
力
あ
る
自
然
資
源
が

あ
る
。
山
の
魅
力
を
ど
う

観
光
戦
略
に
結
び
付
け
て

い
く
の
か
。

答
市
と
し
て
は
期
待
の
持

て
る
祝
日
。
本
年
は
中
部

山
岳
国
立
公
園
指
定
80
周

年
で
も
あ
り
、
身
近
な
里

山
や
渓
谷
、
滝
な
ど
地
域

の
観
光
資
源
の
活
用
も
含

め
多
様
な
旅
行
形
態
を
提

案
し
、
誘
客
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
街
道
観
光
と
は「
歩
く
」

と
い
う
行
動
を
中
心
に
し

た
「
体
験
観
光
」
で
あ
り
、

ま
た
、
文
化
や
歴
史
に
接

す
る
「
学
習
観
光
」
の
要

素
を
含
ん
だ
観
光
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
観
光
対
象

高山別院のある鉄砲町

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必

要
で
あ
る
。
地
域
の
見
守

り
や
捜
索
態
勢
の
強
化
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
作
り

へ
の
市
の
対
応
策
は
。

答
行
政
と
地
域
の
事
業
者

の
方
々
や
市
民
の
皆
様
な

ど
の
協
働
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

努
力
す
る
。
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